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況
の
上
に
、
現
在
の
労
働
力
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
。

　

要
す
る
に
、
少
子
化
＋
高
齢
化
に
よ
っ
て
生
じ
て
い

る
労
働
力
不
足
に
対
し
て
、
今
後
も
増
加
が
確
実
な
六 

五
歳
以
上
の
就
業
者
数
を
増
や
す
こ
と
で
全
体
の
就
業

者
数
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
口
割
合
が
他
の
年
代
と
比
べ
て
格
段
に

多
い
団
塊
世
代
を
活
用
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
五
年
以
内

に
彼
ら
も
七
〇
代
に
な
り
、
労
働
力
と
し
て
は
そ
れ
ほ

ど
あ
て
に
は
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
脚
光
を
浴
び
た
の
が
、
生
産
年
齢
人
口
の
四 

三
％
を
占
め
る
「
女
性
」
の
存
在
だ
。
も
と
も
と
女
性

（
一
五
歳
以
上
六
四
歳
以
下
）
の
就
業
率
は
、
一
般
的
に

学
校
卒
業
後
に
上
昇
し
、
そ
の
後
、
結
婚
・
出
産
期
に

退
職
な
ど
で
低
下
し
、
子
育
て
が
落
ち
着
い
た
あ
と
に

再
び
上
昇
す
る
、
Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
描
く
と
い
わ
れ
る
。

　

現
在
の
「
女
性
活
躍
推
進
」
で
大
き
な
焦
点
と
な
る

の
が
、
こ
の
Ｍ
字
カ
ー
ブ
の
底
上
げ
と
と
も
に
、
就
業

率
に
含
ま
れ
て
い
る
非
正
規
職
員
の
正
規
職
員
化
を
進

め
る
こ
と
だ
。

　

総
務
省
が
公
表
し
た
二
〇
一
四
年
一
月
の
六
五
歳
以

上
を
含
む
非
正
規
職
員
・
従
業
員
数
は
男
女
合
わ
せ
て

一
、九
五
六
万
人
。
う
ち
女
性
は
一
、三
二
二
万
人
、
う

ち
二
五
歳
以
上
三
四
歳
以
下
は
一
九
七
万
人
、
三
五
歳

以
上
四
四
歳
以
下
は
三
三
〇
万
人
。
女
性
に
不
利
な
雇

用
形
態
の
改
善
や
、
結
婚
・
子
育
て
期
間
も
正
規
社
員

と
し
て
働
け
る
環
境
が
整
え
ば
、
五
〇
〇
万
人
が
男
性

社
員
と
同
様
の
労
働
力
と
し
て
活
用
で
き
る
。

モ
を
と
り
続
け
た
の
は
局
長
な
の
で
あ
る
。

　

メ
モ
を
と
り
続
け
る
こ
と
が
、
政
策
を
担
う
者
に
最

も
求
め
ら
れ
て
い
る
仕
事
と
は
思
わ
な
い
が
、
二
時
間

近
く
メ
モ
を
と
り
続
け
る
の
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

以
前
、
あ
る
経
済
団
体
の
女
性
職
員
が
、
早
朝
に
行
わ

れ
た
二
時
間
近
く
の
会
議
の
内
容
を
、
速
記
で
は
な
く

普
通
に
メ
モ
に
と
っ
た
う
え
、
当
日
の
午
後
に
議
事
録

に
ま
と
め
た
の
だ
が
、
会
議
の
内
容
を
完
璧
に
カ
バ
ー

し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。

　

そ
も
そ
も
安
倍
政
権
が
打
ち
出
し
た
「
女
性
活
躍
推

進
」
は
、
経
済
成
長
の
妨
げ
に
な
る
労
働
力
不
足
に
対

応
す
る
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
活
躍
を
経
済
成
長
の
新

た
な
エ
ン
ジ
ン
役
に
据
え
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
一
〇
年
以
上
前
に
提
唱
さ
れ
た
ウ

ー
マ
ノ
ミ
ク
ス（
女
性
＋
経
済
の
造
語
）の
再
来
で
あ
る
。

　

最
近
も
二
〇
一
〇
年
、
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
提
唱
者
が

勤
務
す
る
外
資
系
証
券
会
社
が
、
女
性
の
就
業
率
が
男

性
並
み
に
上
昇
す
れ
ば
八
二
〇
万
人
の
労
働
人
口
が
加

　

女
性
活
躍
推
進
策
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
パ
ー
ト
や

ア
ル
バ
イ
ト
に
甘
ん
じ
て
い
た
女
性
が
正
規
職
員
と
し

て
働
き
、
能
力
に
応
じ
た
給
与
を
得
る
と
と
も
に
、
企

業
の
活
力
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、
労
働
力
問
題
だ

け
で
な
く
、
社
会
保
障
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
こ

と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
定
収
入
以
下
に
抑
え
る
た
め
に
パ
ー
ト
を
選
択
し

て
い
る
主
婦
の
社
会
進
出
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
第
三

号
保
険
者
問
題
へ
の
反
発
も
薄
ま
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
だ
。
こ
れ
ま
で
最
終
結
論
を
先
送
り
し
て
き
た
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
家
庭
の
専
業
主
婦
が
保
険
料
を
負
担
し
て
い

な
い
と
い
う
不
公
平
感
も
、
女
性
活
躍
推
進
政
策
が
進

む
こ
と
で
解
消
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
な
か
、
議
論
が
進
ん
で
い
る
「
女

性
活
躍
推
進
新
法
」
の
枠
組
み
に
つ
い
て
の
議
論
だ
が
、

ど
う
も
気
に
な
る
点
が
あ
る
。

　

一
点
目
は
、
民
間
委
員
に
よ
る
新
法
枠
組
み
議
論
が
、

い
ま
ひ
と
つ
噛
み
合
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
学
識
者
、

使
用
者
側
、
労
働
者
側
と
い
う
異
な
る
立
場
が
議
論
す

る
一
般
的
な
構
図
を
、
今
回
の
会
議
で
も
採
用
し
た
が
、

ど
う
も
議
論
の
焦
点
が
拡
散
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

女
性
と
い
う
同
じ
立
場
な
が
ら
、
経
済
界
代
表
と
労

働
界
代
表
と
い
う
差
異
が
目
立
つ
。
労
働
界
代
表
委
員

か
ら
は
「
い
か
に
女
性
は
職
場
で
差
別
さ
れ
て
い
る

か
」
と
い
う
意
見
が
目
立
ち
、
事
務
局
が
提
示
し
た
論

独
り
歩
き
の
数
値
目
標

わ
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
最
大
一
五
％
押
し
上
げ
る
可
能
性
を

示
し
て
い
る
し
、
二
〇
一
二
年
に
は
政
府
の
男
女
共
同

参
画
会
議
調
査
会
報
告
書
で
、
三
四
二
万
人
の
女
性
潜

在
労
働
力
（
就
業
希
望
者
）
の
就
労
に
よ
っ
て
、
雇
用

者
報
酬
総
額
が
七
兆
円
程
度
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
・
五
％
）
増

加
す
る
と
い
う
試
算
を
公
表
し
て
い
る
。

　

国
、
地
方
自
治
体
、
経
済
界
が
「
女
性
活
躍
推
進
」

に
関
心
を
寄
せ
る
理
由
の
一
つ
が
、
人
口
減
少
問
題
に

端
を
発
し
た
労
働
力
（
生
産
年
齢
人
口
、
一
五
歳
以
上

六
四
歳
以
下
）
確
保
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

実
際
、総
務
省
の
労
働
力
調
査
（
七
月
）
で
も
、仕
事

を
し
て
い
る
就
業
者
数
は
六
、三
五
七
万
人
と
前
年
同

月
比
四
六
万
人
増
加
と
一
九
カ
月
連
続
の
増
加
と
な
っ

た
が
、
年
齢
別
内
訳
は
一
五
歳
以
上
六
四
歳
以
下
の
労

働
力
は
二
一
万
人
減
で
、
こ
の
減
少
を
補
っ
て
い
る
の

が
六
五
歳
以
上
の
労
働
力
と
い
う
先
行
き
が
厳
し
い
状

本
音
は
埋
も
れ
た
労
働
力
に
期
待

点
の
議
論
が
い
っ
こ
う
に
進
ま
な
い
。

　

二
点
目
は
、
政
府
が
成
長
戦
略
で
掲
げ
た
女
性
管
理

職
の
割
合
を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
三
割
に
伸
ば
す
数
値

目
標
だ
け
が
独
り
歩
き
し
か
ね
な
い
点
だ
。
新
法
の
枠

組
み
議
論
で
も
、
経
済
界
代
表
の
女
性
委
員
は
数
値
目

標
化
と
企
業
へ
の
義
務
づ
け
に
反
発
し
て
い
る
。
今
後
、

女
性
管
理
職
の
比
率
だ
け
で
な
く
、
採
用
比
率
や
労
働

時
間
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
各
企
業
が
目
標
設
定
や
達

成
に
向
け
て
行
動
計
画
の
策
定
、
さ
ら
に
は
情
報
開
示

ま
で
強
制
さ
れ
れ
ば
弊
害
が
出
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　

三
点
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、

男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
と
、
新
た
に
制
定
し
よ
う

と
す
る
新
法
と
の
関
係
が
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
。

議
論
を
傍
聴
し
て
い
る
人
間
が
よ
く
分
か
ら
な
い
の
だ

か
ら
、
一
般
の
国
民
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。
実
際
、

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
順
守
さ
れ
な
い
か
ら
、
新

法
が
必
要
な
の
だ
」
と
枠
組
み
議
論
に
参
加
す
る
委
員

が
発
言
す
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
新
法
は
屋
上
屋
を
重
ね

る
法
律
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

い
く
ら
優
秀
で
あ
っ
て
も
、
現
行
制
度
の
不
備
や
不

十
分
な
育
児
支
援
な
ど
で
女
性
が
ハ
ン
デ
ィ
を
負
い
、

労
働
力
と
し
て
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
な
ら
、
男

社
会
の
意
識
改
革
や
制
度
の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、「
女
性
活
躍
推
進
」
の
議
論
が
「
女
性
運
動

拡
大
」
の
主
張
に
一
部
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
残
念
な

思
い
を
抱
く
、
と
言
っ
た
ら
言
い
過
ぎ
か
。

「
女
性
活
躍
推
進
」本
当
で
す
か
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麦 

一
粒

月
の
と
あ
る
日
、
厚
生
労
働
省
内
の
会
議
室
。

テ
ー
ブ
ル
を
挟
ん
で
女
性
委
員
同
士
が
激
し
く

議
論
す
る
な
か
、
事
務
局
と
し
て
黙
々
と
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
続
け
る
厚
労
省
の
女
性
局
長
。
そ
し
て
、
そ
の

議
論
を
傍
聴
す
る
女
性
た
ち
が
固
唾
を
飲
ん
で
成
り
行

き
を
見
守
っ
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
が
成
長
戦
略
の
柱
に
据
え
る
「
女
性
活
躍

推
進
」
の
実
効
を
上
げ
る
た
め
に
議
論
が
始
ま
っ
た
。

「
女
性
活
躍
推
進
新
法
」
の
制
定
へ
向
け
て
、
法
案
の
枠

組
み
を
審
議
し
て
い
る
の
だ
。
審
議
に
参
加
す
る
民
間

委
員
の
七
、八
割
が
女
性
だ
し
、
傍
聴
席
も
大
半
が
女

性
で
あ
る
。そ
の
た
め
、肩
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
気
を

つ
か
い
な
が
ら
傍
聴
す
る
の
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。

　

な
に
よ
り
驚
く
の
が
、
局
長
、
担
当
課
長
、
係
長
と

い
っ
た
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
で
、
ト
ッ
プ
で
あ

る
局
長
の
勤
勉
さ
。
こ
の
よ
う
な
会
議
で
は
担
当
課
長

が
仕
切
り
、
若
手
職
員
が
メ
モ
を
と
る
と
い
う
の
が
相

場
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
場
で
ず
っ
と
メ

九
大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く


